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年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
組
合
と

ツ
ン
フ
ト
遺
制
ハ
上
）

グ

（

下

）

ユ
ス
ト
ウ
ス
・
メ
l
ザ
l
の
政
治
的
関

、υに
つ
い
て

一
八
五

0
年
代
の
ド
イ
ツ
労
働
運
動

「
鎮
静
期
」
の
問
題
ハ
上
〉

（中〉

M
H

（
下
）

一
八
六

O
住
代
の
労
働
運
動
と
工
場
労

働

者

ハ

上

）

II 

四

五
0

・

五
六
・
一
八
七

五
七
・
六
五

五
九
・

六一一・

六
五
・

ノ＼ノ、

七七八七
三 O 合

七
九
・

』＼四四四
1L －ー九五一七五



楓

原

末

桜

井

東

樹

讃

井

鉄

男

重
松
俊
章

史
淵
筆
者
別
察
引

ハ中〉

グ

（

下

）

一
八
七

0
年
代
お
よ
び
八

0
年
代
の
ド

イ
ツ
労
働
運
動
の
構
造
（
上
〉

グ

ハ

中

）

（下〉

，， ，， 

八
0

・

八
三
・

二
七

八
六
・

八
八
九
二
・

第
一
次
大
戦
前
後
の
ド
イ
ツ
に
お
け
る

「
新
中
間
層
」
と
労
働
運
動
ハ
一
）
九
七
・
一

グ

（

二

）

一

0
0
・
二
五
一

サ

日
・
木
室
田
紀
伝
来
と
誇
本
に
関
す
る

考
察

ジ
ヤ
ク
ソ
ニ
ア
ン
・
J

ア
モ
グ
ラ
シ
！
と

銀
行
戦

十
九
世
紀
独
逸
史
学
史
の
一
働

1
所
朝
間
「
。
フ
ロ
シ
ヤ
派
」
に
関
す
る

一
考
察

i

マ
ッ
チ
l
ニ
と
青
年
イ
タ
リ
ヤ

テ
l
ヌ
と
歴
史

サ

γ
・
シ
そ
ン
公
の
備
忘
録

・ン

支
那
古
代
の
物
価
調
節
策
に
就
い
て

＠ 

一一一． 
四
五
・
一

O
一

一
0
・一四一一一

一
二
・
一
四
五

一
九
・
コ
二

二
四
・
一

O
五

一． 
七

庄

野

真

澄

島

村

保

域

福

勇

新
城
常
一

四

宋
一
冗
時
代
の
白
雲
宗
門

唐
宋
時
代
の
弥
物
教
陸

i
附
更
生
仏
教
陸
1

唐
宋
時
代
の
末
尼
教
と
魔
教
問
題

敦
燈
本
還
覚
記
残
巻
に
就
い
て

貌
略
の
仏
伝
に
関
す
る
二
三
の
問
題
と

老
子
化
問
説
の
由
来

支
那
古
代
史
の
一
観
察

支
那
三
教
史
上
の
若
干
の
問
題

宋
一
元
時
代
の
紅
巾
軍
と
一
元
末
の
弥
勅
・

白
蓬
教
匪
に
就
い
て
（
上
）

（中）

F

（下）

M
M

（
下
の
二
、
完
）

楽
浪
文
化
と
日
本
の
禦
明

！
日
本
上
代
史
の
再
検
討
i

大
月
氏
民
族
史
雑
考

唐
沙
門
法
琳
停
に
つ
い
て

社
会
政
策
家
と
し
て
の
ビ
ス
マ
ル
F

雅
び
の
道

l
宣
長
の
文
芸
論
の
一
理
解
｜

参
詣
発
達
の
一
前
提

！
社
会
の
援
助
1

中
世
に
於
る
能
野
信
仰
の
発
展

ー． 
九

一
一
一
・
六
八

一
二
・
八
五

一
七
・
－
二

O

八
－
九
・
一
一
一
一

O

一
・
一
二
五

二
回
・
七
九

三
六
・
一
三
七

二
八
・
一

O
七

三
二
・
八
一

四
0
・
一
七

五
六
・
一
九

一
四
・
三
九

三
・
一
四
九

一
六
合
・
一

O
五

一七八
二
・

八
五
・



杉

谷

昭

杉

本

勲

鈴
木

俊

鈴

木

正

鈴

木

鋭

彦

鈴

木

止

ス

明
治
初
年
に
お
け
る
三
治
級
制
の
府
に

つ
い
て

佐
賀
支
務
の
蘭
学
に
つ
い
て

ー
小
城
藩
の
場
合
l

一
0
0
・
二
五
一

旧
唐
書
食
貨
志
の
史
料
系
統
に
つ
い
て
四
五
・
七
五

唐
代
均
回
法
施
行
の
意
義
に
つ
い
て
五

0
・
一
一
七

瞬
間
末
の
乱
と
唐
載
の
成
立
五
三
・
五
一
一
一

清
初
両
准
塩
商
に
関
す
る
一
考
察
（
一
）
三
五
・
一

O
一

ハ
二
）
一
二
六
合
・
一
二
五

三
七

‘’ 
能
野
詣
で
の
衰
額

近
世
参
詣
に
対
す
る
封
建
酌
規
制

中
世
の
駅
制

中
世
の
北
海
道
に
つ
い
て

中
世
交
通
路
の
一
考
察

，， 

中
世
に
於
け
る
領
主
権
確
立
を
め
ぐ
っ

て
の
一
考
察

！
薩
摩
国
谷
山
郡
の
場
合
l
l

興
福
寺
講
衆
に
つ
い
て

！
特
に
検
断
を
中
心
と
し
て

セ

史
淵
筆
者
別
索
引

八
七
・

九
0
・

九
四
・

九
七
・
一0
0
・

六一六
九
六
四

九
四
・

九
九

五
四
・

六
五

-0 
メ込

八

瀬
野
精
一
郎

竹

内

理

鎌
倉
幕
府
滅
亡
の
歴
史
的
前
提

ー
鎮
西
探
題
裁
許
状
の
分
析
i

七
五
・

ar 

日
本
封
建
制
と
寺
院

－
興
福
寺
の
場
合

i

天
武
「
八
制
」
制
定
の
意
義

「
知
太
政
官
事
」
考

律
令
官
位
制
に
お
け
る
階
級
性

「
参
議
」
制
の
成
立

附
「
知
太
政
官
事
」
考
補
選

郡
街
の
構
造

ー
上
野
国
交
替
使
実
録
帳
に
つ
い
て

i
五
0
・

八
世
紀
に
お
け
る
大
伴
的
と
藤
原
的

！
大
土
地
所
有
の
進
展
を
め
ぐ
っ
て

l
五
一
一
・
一

平

安

時

代

の

古

文

書

（

一

〉

五

四

・

一

F

C

一
）
五
六
・
一
一
七

会

一

〉

五

七

・

二

七

六
0
・
二
七

六

三

・

一

四
一
・

四
三
・

四
四
・

四
七
・

四
九
・

M
H
 

藤
原
政
権
と
荘
閤

氏
長
者

日
本
荘
調
研
究
の
歴
史

l
第
一
部
学
風
史
的
に
l

太
宰
府
政
所
考

護
摩
の
荘
園

｜
寄
郡
に
つ
い
て
｜

六
五
・

七
一
・

七
五
・

四

七
五

四一二七
二
五

ムノ、二
五



竹
岡
勝
也

田
中
友
次
郎

玉

泉

大

梁

田
村
円
澄

史
淵
筆
者
別
索
引

九
州
地
方
古
文
書
一
（
慶
長
以
前
）
の
蒐

集
整
理

も
の
の
あ
は
れ
と
出
家

ー
源
氏
物
語
の
考
察
l

国
学
者
と
し
て
の
増
穂
残
口
の
地
位

近
世
復
古
主
義
の
源
流
に
つ
い
て
の
考

察
新
井
白
石
の
古
代
観
と
神
道
観

世
界
史
と
国
民
史

ー
滞
欧
所
感
の
一
節
l

浮
世
の
成
立
（
乙

M
H

（一一〉

反
復
古
主
義
者
香
川
景
樹

漢
代
文
様
の
雲
働
石
窟
に
於
け
る
展
開

中
世
神
道
と
慈
遜

「
和
学
一
歩
」
と
「
奇
観
録
」

七
八
・一

・
五
六

一・一

O
四

八七

三八

八八七七六 二三一O二二一一一一
回二九六三一 O三合九五九六五三

七二六五六五 O六六九六八二二九
一三三五五一一九三七五五三二一

国
学
の
理
念
と
態
夷
論
へ
の
展
開

ビ
ス
マ
ル
ク
の
対
社
会
民
主
党
策

室
町
時
代
に
於
け
る
貨
幣
の
流
通
状
態

末
法
思
想
の
形
成

神
国
思
想
の
系
譜

飛
鳥
仏
教
雑
考

陰
陽
寮
設
立
以
前

僧
尼
令
成
立
の
歴
史
的
背
景

S轟

長

寿

士

口

三
四
四

八
七
・

九
0
・

九
二
・

神
宮
寺
の
創
建

国
家
仏
教
の
成
立
過
程

古
代
遷
宮
考

仏
教
伝
来
の
史
実
と
説
話

！
津
田
左
右
士
口
氏
の
所
論
に
よ
せ
て
｜
九
五
・

『
金
光
明
経
』
の
受
容
と
飛
鳥
仏
教
九
八
・

吋，

t
m
同
町
宮
豆
町

rgoロ円。同

ω仲間同町

国
民
法

v
－mg
E
H
m℃
同
ロ

チ

法
皇
レ
オ
十
一
一
一
世
論
の
一
端

オ
リ
ヴ
ア
以
後

ケ
レ
タ
ロ
の
罪
の
由
来
に
就
い
て

シ
レ
ジ
ア
地
領
継
承
の
関
係

侯
国
政
治
訓
諭
の
一
考
察

生
子
信
教
に
関
す
る
ケ
ル
ン
持
論

オ
ル
シ
ニ
事
変
の
前
後

新
山
問
古
主
業
と
二
州
問
題
の
言
論

一
八
七
八
年
基
教
社
会
党
の
地
位

第
二
帝
政
末
期
六

0
年
代
前
期
に
於
け

る
自
由
帝
政
の
変
革

ビ
ス
マ
ル
ク
の
岐
路
と
運
命

ピ
ス
マ
ル
ク
の
七
五
年
危
機

ピ
ス
マ
ル
ク
と
伊
太
利
戦
役
前
後

一
八
六
九
年
の
羅
馬
問
題
に
就
い
て

一0
0
・

一一・
一一一・
五
・
六
・
七
・
九
・一0
・

一
一
・
一一一・

一一一一・
一
五
・
一
六
・
一
九
・

五一八
三七五

三
八

三一五
五
五
六一一一

八
九



長

洋

雪，論
議
史
学
の
フ
ア
タ
リ
ス
ム
と
ギ
ゾ
オ

時
代

ピ
ス
マ
ル
ク
の
性
格

ヴ
ア
ン
ド
オ
ム
広
場
事
件
の
考
察

ジ
ヤ
ン
・
ボ
タ
ン
と
近
世
史

『
思
慮
と
追
憶
』
の
第
十
八
章

ミ
シ
ユ
レ
史
学
の
地
位

奈
良
政
治
思
想
の
一
断
面

－
天
平
三
年
を
中
心
と
し
て
！

岬，，

筑
紫
頼
定
顕
孝
禅
寺
此
に
就
て

郷

賢

蚕

中

井

虎

中
江
健
一

長
沼
賢
海

自ア

ジ
ュ
ー
ル
・
ミ
シ
ユ
レ
の
反
教
会
思
想

ナ

記
紀
の
原
始
文
化
論
的
研
究
の
諸
問
題

に
つ
い
て

嘉
慶
年
間
の
英
国
の
襖
門
占
領
に
つ
い

て
武
藤
長
蔵
「
日
英
交
通
史
の
研
究
」

（
紹
介
）

鉄
砲
の
伝
来
に
就
い
て

伊
曾
保
物
語
絵
巻

暗
黒
時
代
の
宗
教
一
授

史
淵
筆
者
別
索
引

二
回
・

二
五
・

四
0

・

五
0

・

五
六
・
一0
0
・

八
二
・

－一一・

二
五
・

一
九
・
二
四
七

二
六
・
一
七
三

一

・

一

二
・
一
五

一
二
・
三
四 一一一一一七

一一． 
九。~ 

ノ、五
五

元
窓
と
神
風

建
武
前
後
の
神
仏
関
係

元
窓
と
松
浦
党

法
華
念
仏
両
宗
の
展
開
と
唯
一
宗
源
神

松
浦
党
の
発
展
及
び
其
の
党
的
生
活
（
上
）
一

0
・

M
W

（
中
）
一
一
・

海

外

交

通

史

上

の

壱

岐

二

一

・

懐

良

親

王

の

征

西

路

考

一

三

・

神
道
に
現
は
れ
た
る
他
力
念
仏
の
影
響
一
五
・

鉄

砲

の

伝

来

と

其

の

普

及

一

六

・

九

三

元

亭

釈

書

続

考

一

九

・

五

一

門

司

関

と

門

司

氏

一

一

0
・

一

筑

前

麻

生

氏

に

つ

い

て

こ

一

・

一

厳
鳥
附
近
の
海
上
史
（
上
）
一
一
一
一
・
－

O
一一一

ハ

中

〉

二

四

・

九

一

－
二
五
・
一
九
五

－
一
二
ハ
・
八
七

二
二
・
一
四
五

四

・

一

六

・

一

七
・
一
一

九
・
六
五一五

五
五
六一一一
四
五

II ，， 

（下）

「
龍
谷
大
学
三
百
年
史
」

（
紹
介
）

島
津
氏
の
南
方
交
通

l
大
迫
文
書
に
関
す
る
考
察
｜

二
七
・
一
一
五

小
早
川
氏
の
海
上
勢
力

糸
島
水
道
と
倭
奴
国

国
際
混
血
児

二
七
・
二
二
一
一
一

五
0
・

七

五
六
・
四
三

三
四
五



中
村
治
兵
衛

中
山
平
次
郎

西
尾
陽
太
郎

史
淵
筆
者
別
索
引

聖
徳
太
子
論
考

清
代
山
東
の
学
問

清
代
山
東
の
学
田
の
小
作

宋
代
の
地
方
区
劃

－
管
に
つ
い
て

l

再
び
唐
代
の
郷
に
つ
い
て

清
代
議
十
北
の
都
市
の
戸
口
に
関
す
る

一
考
察

九
州
に
於
け
る
銅
鐸

二

世
阿
弥
の
能
楽
論
に
於
け
る
蕊
調
的
思

想
心
敬
と
禅
竹

不
尽
一
冨
と
相
也
被
派

讃
岐
守
時
代
の
道
真

能
楽
に
お
け
る
芸
術
理
念
の
生
成

i
特
に
そ
の
幽
玄
精
神
の
成
長
に
つ

い
て

l

石
門
心
学
の
発
生
に
つ
い
て

i
町
人
援
と
都
都
問
答
と
の
思
想
的

関
物

i

明
治
二
十
年
に
お
け
る
中
江
兆
民

ー
三
酔
人
経
総
問
答
を
め
ぐ
る
諮
問

題
ー

‘’ 

一0
0
・

六
回
・

七
一
・

八
九
・

九
六
・

一
0
0
・
二
ハ
九

一
・
四
一

四四七六一
一（人ム

- u ＂＇ノ、

七三八七
九三五九

四
四
・

五
0
・

五
三
・

一一
四
三
五
五

八
五
三
五

五
五

西
島
有
厚

西

島

家

右

西

本

壮

吉

野
口
喜
久
雄

野

村

達

朗

二

七

波

多

野

院

三

服

部

哲

郎

一
四
六

樗
牛
に
お
け
る
内
面
的
必
然
性
に
つ
い

て

六
一
・

六
七

T
’

ム
ハ
八
メ
；

ノ、
五

明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人

幸
徳
秋
水
の
青
年
時
代

｜
「
明
治
に
お
け
る
国
家
と
個
人
」

に
関
聯
し
て

l

明
治
に
お
け
る
悶
家
と
個
人
（
承
前
〉

i
石
川
啄
木
の
場
合
l

所
謂
革
命
事
件
・
天
長
節
事
件
と
そ
の

周

辺

八

七

・

一

O
五

黒

団

長

湾

と

筑

前

勤

主

派

九

八

・

四

七

日

韓

併

合

後

の

内

回

良

平

一

0
0
・一

O
五

ロ
シ
ヤ
に
お
け
る
産
業
革
命
の
時
期
に

つ

い

て

七

四

・

六

三

ル
ソ
！
の
政
治
思
想
と
そ
の
基
本
的
性

格
I
《
自
然
状
態
》
の
論
理
構
造
l

九一一一・一

O
九

先
菜
に
於
け
る
王
道
論
の
展
開
一
二
・
ニ
ハ
九

江
戸
時
代
の
遠
賀
川
の
水
運

－
特
に
そ
の
機
構
に
つ
い
て
｜
九
一
・
一
四
一

ダ
ニ
エ
ル
・
レ
オ
ン
と
米
国
社
会
労
働
党
七
七
・
九
七

源

平

合

戦

と

緒

方

氏

の

挙

兵

二

八

・

一

近
世
独
逸
猶
太
族
と
ハ
イ
ン
リ
ツ
ヒ
・
ハ

イ
ネ
l
ハ
イ
ネ
の
猶
太
思
想
を
中

心
と
し
て

l

七
五
・

五九

一
七
・

九



馬

場

典

明

。
ジ
ョ
ン
・
ロ
ッ
ク
と
ア
メ
リ
カ
革
命

ヒ
ユ

l
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
ア
メ
リ
カ
デ
モ

ク
ラ
シ
ー
ー
そ
の
関
連
性
に
つ
い

て
の
一
考
察
l

ジ
エ
フ
ア
ス
ン
に
於
け
る
所
有
権
思
想

の
「
革
命
a

」

値
比
地
に
於
け
る
ア
メ
リ
カ
南
部
の
職

人

に

つ

い

て

五

五

・

ジ
エ
フ
ア
ス
ン
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
六

0
・

ジ
ェ
フ
ァ
ス
ン
に
お
け
る
「
社
会
主
義
」
的

立
場
ー
そ
の
財
産
権
思
想
を
中
心
と

し
て

i

六
六
・

再
建
期
ア
メ
リ
カ
南
部
に
お
け
る
ブ
ラ
ン
チ
イ

シ

ヨ

ン

農

業

制

度

の

再

編

七

三

・

ア

ラ

バ

マ

再

建

と

鉄

道

七

九

・

ア
ン
テ
イ
・
ベ
ラ
ム
南
部
に
お
け
る
奴
隷
プ

ラ
ン
テ
イ
シ
ョ
ン
の
収
益
に
つ
い
て
八
五
・

ア
ン
テ
イ
＠
ベ
ヲ
ム
南
部
に
お
け
る
奴

隷

賃

貸

制

に

つ

い

て

九

二

・

ア
ン
テ
イ
・
ベ
ラ
ム
南
部
奴
隷
制
度
を

め
ぐ
る
論
争

i
レ
ヴ
イ
ジ
ョ
ニ
ス
ト
の

拾
頭
以
後

l

一O
O
－
－
二
九

ロ
！
？
共
和
政
期
に
於
け
る
シ
ア
の
キ
リ

奴
隷
反
乱
と
犬
土
地
所
有

四
一
・
一

Q
一一一

四
九
・

四
九

五
0

・
九
五

五五四
五

八一
一四

七
五

七
五

七
一
・

七
九

史
淵
筆
者
別
索
引

羽

生

健

原

因

文

枝

槍
垣
元
土
日

臼
野
開
三
郎

共
和
末
・
帝
政
初
期
の
ロ
l
マ
鉱
山
菜
の
状
態

ー
イ
タ
リ
ア
及
び
西
部
諸
属
領
に
お
け
る

l

一（
υ
0
・
一
八
一

九
二
・
九
七

九
七
・
一

O
七

北
宋
の
巡
検
と
保
甲
法

北
宋
の
轡
保
に
つ
い
て

北
宋
沿
辺
五
路
に
於
け
る
保
m
T
編
排

に
つ
い
て

棒
一
考

戦
闘
時
代
の
武
家
生
活
と
学
問

！
大
内
氏
と
毛
利
氏
1

福
附
藩
政
史
の
研
究

i
天
保
の
改
革
1

ハ一〉

（

二

〉

原
城
一
授
の
研
究

九
州
石
炭
史
の
研
究

記
録

l
（

一

）

対
馬
藩
寛
文
の
改
革
に
つ
い
て

！
大
浦
権
太
夫
の
失
脚
l

福
岡
藩
政
史
の
研
究

i
幕
末
の
情
勢

i

滝
田
紫
城
伝
1
福
岡
藩
の
、
洋
学

i

唐
津
藩
石
炭
史
の
研
究

中
津
藩
の
研
究
l
福
沢
諭
士
口
l
l

沢
世
矢
部
村
の
研
究

五
代
の
沿
徴
に
就
い
て

先
町
中
百
h
J

F
3
3
L
J
1
1
h
T十干

コ
一
四
七

一
0
0
・
一
四
七

一
九
・
二
八
八

四
0
・
二
ハ
一
二

五
四
・
八
五

四
七
・
六
七

五
0
・一

O
五

六
一
一
・

六
九
・

七
七
・

八
二
＠

ヘ
八
・

九
七
・

一一一一・
一
八
・
二
一
五

六
八
五
七
七一八五

七一八三



史
淵
筆
者
別
索
引

唐
－
河
陽
三
城
節
度
使
考
（
一
〉

M
H

（一一）

五
代
藩
鎮
の
挙
総
絹
と
北
宋
朝
の
預
買

絹
｜
五
代
苛
政
の
一
面
l
m
一）

グ

ハ

一

一

〉

唐
代
の
開
綴
と
禁
銭

神
宗
朝
を
中
心
と
し
て
観
た
る
北
宋
時

代
の
結
雑

唐
代
使
換
考

II 

（一）
（一一〉
ハ一二）

一
四
・
一
七
・

一
五
・
一

C

一
六
・
六

一
九
・
一
五
八

二
0
・

二一一・

二一一一・

二
五
・

五
代
閤
固
め
対
中
原
朝
貢
と
貿
易
（
上
）
一
一
六
・

F

ハ
下
）
二
七
・

芸護部
の金
発の

展選
固
と
敦
化
（地
一方
）の
産
鉄

三二一O九八
・合

II 

ハ一一）

，， 

ハ＝一）
（四）

，， 
夫
絵
画
考
l

特
に
そ
の
中
心
地
の
位

置
に
就
い
て
｜

勿
吉
考

紋
鞠
七
部
の
住
域
に
就
い
て
！
綜
鞠
七

五四

一九一一一一一一一
一七

七
五
五
三七七

一
四
八

部
考
第
一
軍
｜

綜
絡
七
部
の
前
身
と
そ
の
属
種
l
鮫
鞠

七
部
考
第
二
章
l

宋
代
稲
作
貸
給
種
及
布
種
畝
額
考

莱
末
妹
鞠
の
対
外
関
係

ー
綜
鞠
七
部
考
第
一
一
一
章
l
ハ一〉

M
M

ハ一一）

M
H

（一一一）

総
章
元
年
唐
将
蕗
仁
貴
の
攻
陥
せ
る
扶

徐
城

i
絞
鞠
七
都
考
第
三
章
附
説
l

陪
唐
に
帰
属
せ
る
粟
未
山
師
範
人
突
地
稽

一
党
附
説
唐
に
帰
属
せ
る
莱
末
綜

鞠
烏
素
園
部

l
綜
鞠
七
部
考
第
四

室
i

契
丹
の
同
政
部
女
直
経
路
に
就
い
て

（一）

M
M

（一一）

グ

ハ

一

一

一

〉

溺
海
の
扶
餓
府
と
契
丹
の
龍
州
黄
龍
府

ハ一）
（一一〉
ハ一一一）

，， 
稲

ー
密
畑
作
木
用
語
解
の
一
一
l

四
0
・

四
一
・

四
ニ
・

四
三
・

四
四
・

四
五
・

四
六
・

四
七
・

四
八
・

四
九
・

五
一
・

五
二
・

五

0
・

一六
if
・

一七

f

．

マL

．
－J
i
f
’
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t
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惰
の
遼
西
郡
に
就
い
て

宋
代
の
賃
牛
に
就
い
て

l
宋
代
の
賃

租
牛
と
牛
政
の
第
一
章

i

宋
代
の
租
牛
に
就
い
て

l
宋
代
の
賃

租

牛

と

牛

政

の

第

二

章

｜

主

八

・

宋
初
に
於
け
る
女
直
の
山
東
米
航
（
一
）
六

0
・

大
唐
府
制
時
代
に
於
け
る
団
結
兵
の
称

呼

と

そ

の

普

及

地

域

六

一

・

唐
の
高
句
厩
討
滅
と
安
東
都
護
府
六
三
・

高
句
麗
国
遺
民
反
唐
分
子
の
処
置

ー
「
小
高
句
麗
国
の
研
究
」
第
二
章
l
六
四
・

小
高
句
麗
の
建
国

ー
小
高
句
麗
国
の
研
究
」
第
三
章
｜

突
阪
黙
畷
可
汗
の
興
亡
と
小
高
句
麗
国

突
恢
伽
可
汗
と
唐
・
玄
宗
と
の
対
立
と

小
高
句
一
隣
国

突
販
の
瓦
解
・
溺
海
の
紋
靭
諸
族
併
呑

と
小
高
句
騨
固
の
九
州
増
領

組
問
炎
の
両
税
法
の
見
居
間
m則
と
銭
数
・

銭
納
原
則

玄
宗
の
平
援
軍
節
度
使
育
成
と
小
高
句

麗
国

五
五
・

五
六
・

七
二
・

七
五
・

七
九
・

八八
四
・

八
じ
－

H
H

（

承

前

）

八

九

・

安
史
の
乱
に
よ
る
唐
の
東
北
政
策
の
後
退

史
淵
筆
者
別
索
引

八
五九一

六
七

百

武

常

夫

平

島

貴

義

平
野
博
之

九

福

木

保

信

藤

野

保

藤

原

浩

と
勧
海
の
小
山
同
句
院
国
占
領
九
一
・
一

溺
海
国
の
隆
i

日
と
小
高
句
麗
国
の
子
園
化
九
三
・
一

小

高

句

麗

国

の

滅

亡

九

六

・

一

H

ハ
承
前
）
九
八
・
七
七

唐

代

壊

程

考

一

0
0
・一一一一一一一

最
近
世
の
米
感
蘭
係
一
一
一
や
合
・
一

C
一一一

契
丹
の
勃
興
刻
に
が
付
る
中
国
と
の
関

係

l
漢
城
を
中
心
と
し
て

l

平
安
初
期
に
お
け
る
国
司
郡
司
の
関
係

に
つ
い
て

五
三
・

七

七
二
・

七
七

フ
ア
メ
リ
カ
史
に
お
け
る
革
新
主
義
の
問
題
五
九
－

T
・
ロ
ー
ズ
ヴ
エ
ル
ト
独
占
資
本
｜
特
に

北
方
証
券
会
社
解
体
事
件
を
中
心
と

し
て

l

六
五
・

大
名
領
国
に
お
け
る
糸
割
符
制
の

変

遷

と

商

人

の

動

向

一

0
0
・

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
初
期
王
政

l
ノ
ル
マ

ン
及
び
初
期
プ
ラ
ン
タ
ジ
ネ
ッ
ト
朝
l
五
六
・
一
四
三

十
三
、
十
四
世
記
の
英
国
農
村
手
織
物

工
業

l
ギ
ル
ド
制
度
と
の
関
連
に
於

け
る

l

五
九
・

リ
チ
ャ
l
ド
二
世
及
び
ラ
ン
カ
ス
タ
l

ノ、
七

七五
七

四
七

四
九



船

木

勝

馬

古

川

新

平

本

城

説

治

本
田
不
二
郎

本
村
正
一

前
間
目
見
溺

正
木
喜
三
郎

松益
垣凶

隆
裕次

松

永

雅

生

朝
の
羊
毛
政
策

貌
警
烏
孫
国
伝
に
つ
い
て

減
伝
批
判
へ
の
一
働

l

五
一
・

国
・

4
『
・
切
曲
目
】

O
T同
vogロ
g
m
F包｝
回
目
間
同

吋，

ag
（

紹

介

〉

五

三

・

一

O
五

エ
フ
タ
ル
に
関
す
る
中
国
史
料
に
つ
い
て
六
一
・
五
七

北
宋
前
半
期
に
於
け
る
廃
監
租
佃
の
間

題

（

一

〉

四

四

・

八

九

グ

（

二

V

四

七

・

八

三

木
三
代
世
表
考

l
駁
周
始
祖
を
中
心
と

し

て

ー

一

五

・

二

二

七

義

鑑

時

代

に

於

け

る

大

友

氏

一

九

・

二

六

五

清
代
社
会
に
於
け
る
紳
士
の
存
在
二
四
・
六
一

晩

清

洋

務

運

動

史

論

二

九

・

一

マ
ト
イ
ツ
農
民
戦
争
に
お
け
る
「
過
激
派
」
の
性
格

ー
農
業
労
働
者
の
分
折
を
通
し
て

l
八
四
・
一
二
一

倫
中
国
新
見
庄
の
名
主

ー
十
三
・
四
世
紀
に
於
け
る
｜

ブ
ウ
ラ
ン
ジ
エ
運
動

北
部
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
け
る
マ
ナ
の

世
情
造

唐
代
の
課
に
つ
い
て

史
淵
筆
者
別
索
引

ー
説
書
西

六
四
・

六
九

七

八

・

六

七
・
一
一
一
一

四
八
・

五
五
・

七八

上

正
利

一
木
俊
秋

一
宅
英
利

宮

下

勝

次

武

藤

智

雄

室
、
水
芳
一

五。

大
唐
・
玄
宗
の
戸
口
充
実
と
課
丁
析
出

康
瀬
時
代
に
お
け
る
ゼ
ス
イ
ツ
ト
の
測

図
事
業

欧
露
の
森
林
ス
テ
ッ
プ
帯
及
び
ス
テ
ッ

プ
帯
の
開
拓

西
シ
ベ
リ
ア
の
民
族
お
よ
び
ウ
ラ
ル

越
え
交
通
路

ロ
シ
ア
人
の
西
シ
ベ
リ
ア
征
服
と
そ
の

毛
皮
資
源

一
七
世
紀
西
シ
ベ
リ
ア
の
植
民
と
農
耕

地
開
拓

ス
パ
フ
ア
リ
の
シ
ベ
リ
ア
地
図

十
六
・
七
世
紀
の
北
極
海
沿
岸
航
路

ー
マ
ン
ガ
ゼ
ヤ
航
海
｜

佐
嘉
溶
多
久
領
地
米
制
度
の
概
観

長
崎
奉
行
長
谷
川
左
兵
衛
論
考

－
近
世
外
交
政
策
の
一
考
察
｜

鎌
倉
時
代
に
於
け
る
起
請
文
の
成
立
と

そ
の
特
質

ム
イ
タ
リ
ヤ
に
於
け
る
歴
史
記
述
の
契
機

と
展
望

五
代
の
北
面
転
運
使
に
つ
い
て

七五
一
・

五
七
・

七

． 
八
四
・

九
一
・
一

O
一

九

九

・

三

九

一
0
0
・
二
九
九

四
九
・
六
九

戸、
vu

’

」
ノ
斗
ノ
・

一一． 
二
四
・

八
九
・

ー』ノ、
五

五九七
五

七九
七



森

克

己

毛
仏
舎
利
相
承
系
図
と
日
宋
交
通
と
の
連

関
日
宋
麗
連
鎖
関
係
の
展
開

宋
銅
銭
の
我
が
国
流
入
の
端
初

近
陀
に
お
け
る
対
鮮
常
貿
易
と
対
馬
藩

遣
唐
使
と
新
羅
・
溺
海
と
の
閉
閃
係

遣
時
使
廃
止
に
対
す
あ
再
吟
味

欧
船
来
航
以
前
の
海
外
交
通
と
世
界
意

識

森
住
利
直
北
宋
初
期
の
便
燦
に
就
い
て

南
宋
四
川
の
対
維
に
就
い
て

森

洋

（下）

ゴ
テ
ィ
ッ
ク
古
典
様
式
カ
テ
ド
ラ
ル
の
成

立
と
そ
の
背
景

四
0

・

四
一
・

四
三
・

四
五
・

四
八
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